
資料 No.1 

令和７年５月７日 

教 職 員 課 

学校の業務改善について 

１ 校種別超過勤務時間の状況 

○超過勤務時間の状況（４月～３月）  ※（ ）内は R5実績（同時期比較） 

校種 
平均時間外 
在校等時間 
（全教職員） 

45時間以下 

（延べ数） 

80時間以上 

（延べ数） 

小学校 30：44(←33:01) 78.6％(←73.3%) 30(←31) 0.1％(←0.1%) 

中学校 41：09(←43:24) 59.2％(←54.0%) 122(←227) 0.6％(←1.0%) 

高校 32：58(←34:01) 71.4％(←69.6%) 42(←58) 0.2％(←0.3%) 

特別支援 18：38(←19:38) 95.7％(←93.7%) 1(←3) 0.01％(←0.03%) 

〇月 80時間以上の超過勤務者数（月ごと経年比較）                   （人） 

年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

R4 111 87 107 25 3 61 62 36 4 8 14 24 542 

R5 54 55 81 15 5 39 20 20 3 6 8 14 320 

R6 53 36 21 7 3 23 19 17 1 6 2 7 195 

２ 業務改善に係る新規の人材配置について 

  〇教職魅力発信ディレクター：教育庁 主任 増山温子 

・学校や教職員の魅力を取材および発信 

・意欲の高い若手教員が学び合うコミュニティづくり 

・子どもや保護者の応援の声を集めるイベントの開催 

・教員志望の中高生対象のワークショップの開催 

〇学校経営アドバイザー： 

教職員課 北川裕之（嶺北小中学校担当） 稲田俊彦（嶺北の県立学校担当） 

津田雅幸（嶺南の小中学校・県立学校担当） 田中悟（嶺南小中学校担当） 

   ・教職員の意欲を引き出す組織マネジメント、業務改善について情報提供 

   ・管理職に対し、校経営に関する各種助言や支援 

・学校や市町教委を訪問し、各校の課題について整理・提案・伴走 

〇教育人材コーディネーター：教職員課 永廣裕子 

・ペーパーティーチャー説明会の企画・運営 

・学校で働きたい人と学校や教育委員会との連絡調整 

・業務に必要なスキル（授業、ICT、マナー、人間関係づくり）の研修、学校見学会の実施 

・中学校・高校・大学と連携し、教職の魅力を発信 

※アドバイザーとコーディネーター：17市町教委訪問、17県立学校訪問（校長赴任２年以上） 

〇（株）「先生の幸せ研究所（学校専門コンサルタント）との連携（予定） 

・学校を訪問し、教職員対象のワークショップの実施 

・学校業務改善の具体策への合意形成のサポート  

〇チーム担任制の実施（小学校１４校、中学校６校） 

・１つの学級に複数の教員が連携して指導 

・児童生徒の多面的、客観的理解につながるとともに、担任業務負担の軽減につながることを期待 

・課題や効果について全県で共有 

３ 業務改善に関する各市町の取り組み（GGKニュースより） 

GGK No 県市町名 教委・学校名 具体的な取り組み 

９ 県教委 
おおい町 

市町教委 
名田庄小学校 

・市町教育委員会対象のGGKミライカフェの開催 
・グループによる組織的な学校運営改善 

 



　北川 裕之
    （きたがわ　ひろゆき）

教職員課勤務：月～木曜日
主に嶺北地区の小中学校を担当
教育総合研究所長をしていました
ICT関係の知識は豊富です
E-mail:AF00219@pref.fukui.lg.jp

　稲田 俊彦
    （いなだ　としひこ）

教職員課勤務：月～木曜日
主に嶺北地区の県立学校を担当
福井商業高校長をしていました
クレーム対応の経験が豊富です

E-mail：AF00220@pref.fukui.lg.jp

　津田 雅幸
    （つだ　まさゆき）

嶺南教育事務所勤務：水曜日
主に嶺南地区の小中・県立学校を担当
嶺南教育事務所長をしていました
様々な校種の方とのネットワーク
E-mail:AF00221@pref.fukui.lg.jp

　田中 悟
    （たなか　さとる）

嶺南教育事務所勤務：水曜日
主に嶺南地区の小中学校を担当
小浜美郷小学校長をしていました
野菜づくりが得意です

E-mail:AF00222@pref.fukui.lg.jp

福井県教育委員会

・教職員の育成に関すること　・児童生徒に関すること
・危機管理に関すること　　　・学力向上に関すること
・業務改善に関すること　　　・その他、学校経営全般

管理職への新たな
支援を始めました

令和7年4月、「学校経営アドバイザー」として4人の校長経験者を

任用し、管理職の先生方の学校経営の相談に対して助言等の支援

を行うことにしました。

電話窓口
　教育庁教職員課　0776-20-0563
　嶺南教育事務所　0770-56-1302

気軽にご相談ください

担当者プロフィール

新規の依頼は、右の2次元バーコードの入力フォームから行って
ください。管理職個人からの直接依頼のほか、市町教育委員会や
校長会、教育研究会等の依頼にも応じます。

写



ここにはスクールの簡単な特徴
が入ります。ここにはスクール
の簡単な特徴が入ります。

スケジュール調整可能

対 象対 象

土日祝日・年末年始
はお休みします。

中、高、大と連携し、学生に教職の魅力を発信
します。

＼ 主な業務内容 ／

福 井 県 教 育 委 員 会福 井 県 教 育 委 員 会
教職員課　学校業務改善グループ教職員課　学校業務改善グループ

☎☎ 0776-20－05630776-20－0563
　（担当：永廣裕子）　（担当：永廣裕子）

202
5年４月202
5年４月

◇ご相談、ご要望等がございましたら、下記の電話または◇ご相談、ご要望等がございましたら、下記の電話または
２次元バーコードでお気軽にご連絡ください２次元バーコードでお気軽にご連絡ください

教育人材教育人材
コーディネーターコーディネーター

教員免許をもっている人、学校現場で働きた　　　
い人への説明会・学校見学会等の企画や運営
を行います。

担当者プロフィール

　永廣   裕子
　（ながひろ　ゆうこ）

教職員課勤務
令和７年３月まで
福井市大東中学校
の校長として勤務
していました。

E-mail:　AF00223@pref.fukui.lg.jp

学校で働きたい人と学校や教育委員会との連絡
調整を行います。

教育に関わる人材を増やしていけ
るように、精一杯取り組んでまい
ります。

学校で働く経験が浅い人への伴走支援を行い
ます。電話相談、学校訪問も可能です。

が配置されましたが配置されました

https://forms.office.com/r/Z37u6Hcggn


「カフェ」と名付けた通り、fikaスタイルで開催したことで、とてもあたたかい雰囲気となりました。
午前、午後共に複数の市町教育委員会や、教育庁各課、各機関からの参加者の立場や年齢は様々で、指導
主事の先生方はもちろん、行政職の職員にも複数ご参加いただくことができました。

第１回の２月１４日は、他県の事例も交えつつ現状を知り、そして児童生徒に向き合ったり、教材研究に向
きあうための「創造的余白」を生み出すワークショップに挑戦しました。

講師から、このワークショップ実践のためのデータ一式が参加者へ提供されましたので、
早速学校で実践を！という参加者もいるかもしれません！

各所属や立場を越えて話し合うことで、それぞれの「バイアス」に気づくことができたり、それが取り払わ
れていく瞬間もありました。また、「カフェ」の雰囲気も手伝ってか、学校業務改善を進めるうえでの心配事
を話すことができた参加者もいて、第１回の開催としては、とても実りの多いものになりました。

▶第２回は３月１４日（金）に開催します。こちらの様子もお届けいたします。

発行：福井県教育庁
教職員課 学校業務改善グループ

VOL.9令和7年2月２８日発行

このGGKニュースで、何度となく取り上げてきた「バイアス」。当たり前を見直しバイアスを外すことで、教
職員の負担を軽減させながら教育的価値を高めることにもつながります。

福井県 教職員 働き方
取材、伴走・支援のための訪問等のご要望は、
県教育庁教職員課学校業務改善グループまでお寄せください！

＼ウェルビーイングも向上！／おおい町立名田庄小学校

３グループで組織的な学校運営改善

●組織的な学校運営改善のねらい●

① 学校経営への参画意識（意欲・問題意識）の向上
② 学校運営改善の取組による教職員の資質向上
③ 「成果」と「課題」を明確にした教育活動改善の実現

PDCAサイクル・ボトムアップの仕組みを導入し
学校運営の改善を図る

教職員を３つのグループに分ける

スクールプランの「重点目標及び具体的な取組」について評価及び改善のための提案
第三者的評価で、俯瞰的な省察を行い、分掌主任・担任・担当等へ提案する形

①「豊かな心の育成（おもいやり）」
②「健やかな体の育成（ちょうせん）」 いずれか ＋ 「家庭・地域との連携」
③「確かな学力の育成（かんがえる）」 ※学期ごと各グループで①～③を順番に

年間を通したPDCAの取組により学校運営の改善へ

➡様々な視点が入ることで、バイアスはずしや新しい視点・高い視座を得ることにつながる

●迷ったら原点に立ち返る●

各グループのリーダーは、若手の教職員を抜てきし、ボトムアップで改善につなげる

４月に全家庭に配付している名田庄学校ガイド（両面刷A3）▶

◀４月に校長先生から教職員へ配布された「シン・名田庄小②」

どんな見直しも、「目的の共有」と「心の共有」が大切

目指す学校像、目指す教職員集団の姿、
大切にしてほしいことが４ページに渡って綴られている
いつでも見返して原点に立ち返ることができる

日課表、欠席連絡の仕方、服装、持ち物のことや、
SCや保健室からのお願いなど、全学年共通の約束事
がまとまっている。ご家庭で迷わないだけでなく、指導する教員側も迷わない。

第１回を
開催しました！

２月１４日（金）、午前に県庁本庁舎内、午後に嶺南教育事務所で、「GGKみらいカフェ」を開催しました。
今回このイベントは、令和５年度から本県が参加している「文部科学省 学校における働き方改革の推進に
関する調査研究事業」の一環として実施し、本事業を受託しているPwCコンサルティング株式会社および
株式会社先生の幸せ研究所の担当者に講師として来県していただき開催しました。

■編集後記■
「カフェ」を開催したことで、GGK
ニュース担当者が、各教育委員会の担
当の方と初めてお会いする機会を作
ることができました。
学校現場を訪問して現場を知ること
はもちろんのこと、教育委員会事務局
のみなさんとの協働の大切さを再確
認する機会にもなりました。

ふくい教育チャレンジアワード 投票お願いします！
★81のエントリー、どれも素敵な実践です★

「ふくい教育チャレンジアワード2024」投票を受付中です！投票の権利があるの
は、すべての福井県内公立小・中・高・特別支援学校の教職員および、県・各市町の教
育委員会で働く職員です。投票の案内を別途配信していますので、ご確認ください。

❶学びを引き出す部門から10点 ❷働きやすさ向上部門から5点
みなさんの創意工夫や頑張りを認め合う機会ですので、みなさまで声を声を掛け
合い、ご投票ください。投票期間は3月7日（金）16：30まで★

https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/gakushin/gakkougyoumukaizen.html
https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/gakushin/gakkougyoumukaizen.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑ こちらをクリック！ 

↓ こちらをクリック！ 
↓ こちらをクリック！ 

https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/gakushin/jouhou.html
https://www.instagram.com/kyousyoku.f/
https://www.youtube.com/watch?v=3pkZwJNf2oI

